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1.  平成23年9月期第2四半期の業績（平成22年10月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期第2四半期 8,749 3.4 204 △4.3 210 △5.0 105 △8.2

22年9月期第2四半期 8,457 △6.3 213 △5.8 221 △3.6 114 4.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年9月期第2四半期 20.71 ―

22年9月期第2四半期 22.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期第2四半期 12,183 9,281 76.2 1,827.85
22年9月期 12,036 9,276 77.1 1,826.73

（参考） 自己資本   23年9月期第2四半期  9,281百万円 22年9月期  9,276百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年9月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

23年9月期 ― 0.00

23年9月期 
（予想）

― 20.00 20.00

3.  平成23年9月期の業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,800 0.2 420 2.9 430 2.6 220 5.6 43.32



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年9月期2Q  5,098,096株 22年9月期  5,098,096株

② 期末自己株式数 23年9月期2Q  20,028株 22年9月期  20,028株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年9月期2Q  5,078,068株 22年9月期2Q  5,079,334株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する注記は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は
今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 なお、上記予想に関する事項については、【添付資料】Ｐ.２「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、円高の進展に伴う輸出の減速や、駆け込み需要の反動による個

人消費の落ち込みなどにより、昨年秋頃から足踏み状態となったものの、年末以降は持ち直しの動きを見せていま

した。しかし、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響で経済活動は混乱し先行きは不透明な状況で推移

いたしました。 

当業界におきましては、消費者の生活防衛意識から低価格志向、節約志向がますます顕著なものとなり、引き続

き厳しい経営環境となりました。 

このような状況のもと、当社では新製品の開発、新規取引先の開拓に注力するとともに、市場のニーズに合わせ

た製品投入を行い、販売力の増強に努めてまいりました。新製品につきましては、平成23年２月に人気食材である

食べるラー油の食感をふりかけ製品にした「ザクッとラー油ふりかけ」を発売し、順調に市場から評価を得ており

ます。 

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は8,749百万円（前年同期比3.4％増）となりました。利益面におきま

しては、営業利益は204百万円（前年同期比4.3％減）、経常利益は210百万円（前年同期比5.0％減）となり、四半

期純利益は105百万円（前年同期比8.2％減）となりました。 

以下、品目別売上高の状況は次のとおりであります。  

家庭用海苔につきましては、有明産一番摘みの海苔を使用した高品質の新製品が寄与したことに加え、低価格帯

の味付のり製品や焼のり製品が好調に推移し、売上高は3,275百万円（前年同期比10.0％増）と大幅に増加しまし

た。進物品につきましては、1,273百万円（前年同期比8.1％減）となりました。ふりかけ等につきましては、主力

品の「緑黄野菜ふりかけ」や「小魚ふりかけ」が好調に推移したことや新製品の寄与もあり1,941百万円（前年同

期比2.0％増）となりました。業務用海苔は、新規取引先の開拓等により2,242百万円（前年同期比3.3％増）とな

りました。   

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

(1)資産、負債及び純資産の分析 

 （資産）  

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて147百万円増加し、12,183百万円となりまし

た。 

流動資産は、前事業年度末に比べて172百万円増加し、9,402百万円となりました。これは主に、主要原材料であ

る原料海苔の買付けにより原材料及び貯蔵品が1,241百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が171百万円増加し

たこと、現金及び預金が1,228百万円減少したことによるものであります。 

固定資産は、前事業年度末に比べて25百万円減少し、2,781百万円となりました。これは主に、減価償却による

ものであります。 

 （負債） 

流動負債は、前事業年度末に比べて123百万円増加し、2,262百万円となりました。これは主に、原料海苔の買付

け資金として短期借入金が200百万円増加したこと、支払手形及び買掛金が61百万円減少したことによるものであ

ります。 

固定負債は、前事業年度末に比べて18百万円増加し、638百万円となりました。 

 （純資産）  

純資産合計は、前事業年度末に比べて５百万円増加し、9,281百万円となりました。これは主に、利益剰余金の

増加によるものであります。  

  

(2)キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期末に比べて1,228百万

円減少し1,390百万円となりました。 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動の結果使用した資金は1,295百万円（前年同四半期比638百万円増）となりました。これは主に税引前四

半期純利益201百万円、売上債権の増加額171百万円、たな卸資産の増加額1,141百万円、仕入債務の減少額64百万

円があったことによるものであります。 

なお、当社の主要原材料である海苔は、おおよそ11月から翌年３月にかけて収穫され、この期間に翌１年分の原

料海苔を仕入れるため、第２四半期会計期間末ではたな卸資産が増加いたします。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

投資活動の結果使用した資金は31百万円（前年同四半期比35百万円減）となりました。これは主に有形固定資産

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

㈱大森屋（２９１７）　平成23年９月期　第２四半期決算短信（非連結）

－2－



の取得による支出29百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は98百万円（前年同四半期比98百万円減）となりました。これは主に短期借入によ

る収入200百万円および配当金の支払額101百万円によるものであります。  

  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成22年11月12日に公表いたしました通期の業績予想につきましては、現在のところ変更はありません。  

  

   

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

（たな卸資産の評価方法）  

当第２四半期会計期間末のたな卸高の算定に関しては、実地たな卸を省略し、前事業年度の実地たな卸高を基

礎として、合理的に算定する方法によっております。 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行う方法によっております。 

 （固定資産の減価償却費の算定方法） 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

（繰延税金資産及び負債の算定方法） 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、一時差異の発生状況等について前事業年度末から著しい変化が

ないと認められるため、前事業年度末において使用した将来の業績予測及びタックス・プランニングを利用して

おります。 

②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。 

 この変更による損益に与える影響はありません。 

 なお、当社は賃貸借契約に基づき使用する事務所等の一部については、退去時における原状回復に係る債務を有

しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現在のところ移転等も予定されていない

ことから、資産除去債務を合理的に見積もることが出来ません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上

しておりません。 

  

（追加情報） 

環境対策引当金 

 「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」によるＰＣＢ廃棄物の処分にかかる支

出について、今後必要と見込まれる金額の合理的な見積り精度が向上し、金額的重要性が増したことから、第１

四半期会計期間末より当該処理費用の見積額を環境対策引当金として計上しております。これにより環境対策引

当金繰入額8,047千円を特別損失に計上し、固定負債の「環境対策引当金」として表示しております。 

 この結果、従来の方法と同一の方法によった場合と比較して、税引前四半期純利益が8,047千円減少しており

ます。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,615,073 2,843,692

受取手形及び売掛金 2,867,377 2,696,039

製品 540,916 630,488

仕掛品 99,797 110,298

原材料及び貯蔵品 4,117,675 2,875,908

その他 161,270 73,250

流動資産合計 9,402,111 9,229,679

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,073,414 2,066,834

減価償却累計額 △1,607,627 △1,588,938

建物（純額） 465,786 477,895

土地 1,517,542 1,517,542

その他 1,908,900 1,889,207

減価償却累計額 △1,610,415 △1,583,361

その他（純額） 298,484 305,846

有形固定資産合計 2,281,813 2,301,285

無形固定資産 70,873 87,332

投資その他の資産   

投資有価証券 190,914 184,574

会員権 51,700 51,700

その他 218,928 214,604

貸倒引当金 △33,050 △33,050

投資その他の資産合計 428,493 417,828

固定資産合計 2,781,180 2,806,447

資産合計 12,183,291 12,036,126

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 859,768 921,231

短期借入金 200,000 －

未払法人税等 104,000 96,000

賞与引当金 90,201 95,507

その他 1,008,977 1,026,773

流動負債合計 2,262,947 2,139,512

固定負債   

退職給付引当金 305,396 297,972

役員退職慰労引当金 322,908 320,245

環境対策引当金 8,047 －

その他 2,066 2,120

固定負債合計 638,418 620,337

負債合計 2,901,365 2,759,849
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 814,340 814,340

資本剰余金 1,043,871 1,043,871

利益剰余金 7,429,961 7,426,355

自己株式 △19,672 △19,672

株主資本合計 9,268,500 9,264,895

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 13,425 11,381

評価・換算差額等合計 13,425 11,381

純資産合計 9,281,926 9,276,276

負債純資産合計 12,183,291 12,036,126
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 8,457,753 8,749,237

売上原価 5,152,988 5,360,222

売上総利益 3,304,764 3,389,014

販売費及び一般管理費 3,091,507 3,184,987

営業利益 213,256 204,026

営業外収益   

受取利息 658 210

受取配当金 2,101 2,127

為替差益 747 －

助成金収入 1,680 2,093

雑収入 3,016 2,173

営業外収益合計 8,204 6,604

営業外費用   

支払利息 11 5

為替差損 － 136

雑損失 － 16

営業外費用合計 11 159

経常利益 221,449 210,472

特別損失   

固定資産除却損 248 48

貸倒引当金繰入額 1,300 －

環境対策引当金繰入額 － 8,047

環境対策費 － 670

特別損失合計 1,548 8,766

税引前四半期純利益 219,900 201,705

法人税、住民税及び事業税 101,208 98,601

法人税等調整額 4,177 △2,062

法人税等合計 105,386 96,538

四半期純利益 114,513 105,166

㈱大森屋（２９１７）　平成23年９月期　第２四半期決算短信（非連結）

－6－



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 219,900 201,705

減価償却費 81,158 73,994

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,300 －

受取利息及び受取配当金 △2,759 △2,337

支払利息 11 5

為替差損益（△は益） △725 204

固定資産除却損 248 48

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,367 △5,305

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,225 2,662

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,934 7,424

環境対策引当金の増減額（△は減少） － 8,047

売上債権の増減額（△は増加） 86,844 △171,337

たな卸資産の増減額（△は増加） △857,302 △1,141,693

仕入債務の増減額（△は減少） △79,305 △64,658

その他の資産・負債の増減額 △72,826 △116,152

小計 △635,532 △1,207,392

利息及び配当金の受取額 3,123 2,502

利息の支払額 △109 △17

預り敷金及び保証金の受入による収入 194 232

預り敷金及び保証金の返還による支出 △414 △286

法人税等の支払額 △24,901 △90,698

営業活動によるキャッシュ・フロー △657,638 △1,295,660

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △63,448 △29,564

有形固定資産の売却による収入 － 367

投資有価証券の取得による支出 △2,886 △2,933

その他 △910 657

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,244 △31,472

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 300,000 200,000

自己株式の取得による支出 △1,202 －

配当金の支払額 △101,210 △101,281

財務活動によるキャッシュ・フロー 197,587 98,718

現金及び現金同等物に係る換算差額 725 △204

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △526,571 △1,228,618

現金及び現金同等物の期首残高 1,860,617 2,618,692

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,334,046 1,390,073
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

 当第２四半期累計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。 

 （注） 上記金額は、製造原価によっております。また、上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

②受注実績 

 当社は見込生産方式をとっておりますので、該当する事項はありません。 

③販売実績 

 当第２四半期累計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。  

  （注）１ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

     ２ 主な相手先別の販売実績及びそれぞれの総販売実績に対する割合は次のとおりであります。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

  
前第２四半期累計期間

（自 平成21年10月１日 
至 平成22年３月31日） 

当第２四半期累計期間 
（自 平成22年10月１日 
至 平成23年３月31日） 前年同期比 

増減率 
（％） 区分 金額（千円） 

構成比
（％）  

金額（千円）
構成比 
（％） 

家庭用海苔  1,499,169  30.4  1,723,656  32.7  15.0

進物品  652,811  13.2  701,533  13.3  7.5

ふりかけ等  1,077,309  21.9  1,024,143  19.5  △4.9

業務用海苔  1,686,050  34.2  1,805,090  34.3  7.1

その他  12,329  0.3  10,373  0.2  △15.9

合計  4,927,670  100.0  5,264,796  100.0  6.8

  
前第２四半期累計期間

（自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日 

当第２四半期累計期間 
（自 平成22年10月１日 
至 平成23年３月31日） 

 前年同期比 

増減率 

（％） 区分 金額（千円） 
構成比 

（％）  
金額（千円） 

構成比 

（％） 

家庭用海苔  2,976,825  35.2  3,275,171  37.4  10.0

進物品  1,386,415  16.4  1,273,435  14.6  △8.1

ふりかけ等  1,903,533  22.5  1,941,165  22.2  2.0

業務用海苔  2,169,864  25.7  2,242,185  25.6  3.3

その他  21,113  0.2  17,278  0.2  △18.2

合計  8,457,753  100.0  8,749,237  100.0  3.4

相手先 

前第２四半期累計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成22年３月31日） 

当第２四半期累計期間
（自 平成22年10月１日 
至 平成23年３月31日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

三菱商事㈱  3,104,400  36.7  3,412,904  39.0

伊藤忠商事㈱  2,028,434  24.0  2,209,366  25.3
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